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Abstract
Balanophora subcupularis (Balanophoraceae) is 

recorded in Kagoshima for the first time. This is the 
second distribution record in Japan, following the first 
on the Amakusa Islands, Kumamoto Prefecture in 
2016. Photographs and habitat information of the 
Kagoshima population are provided. 

はじめに
ツチトリモチ科は，主に熱帯から亜熱帯地域

に分布する顕花植物で，アフリカ，アメリカ，ア
ジア，オーストラリアに 16 属 157 種が分布する

（POWO, 2024）．ツチトリモチ科の植物は，葉緑
体を持たず，他の木本植物（稀に多年生草本植物）
の根に寄生する。そのため，ツチトリモチ科の植
物では，キノコのような花茎が開花期にのみ地上
部に現れて繁殖を行う．

日本にはツチトリモチ属 Balanophora のみが分
布 し， リ ュ ウ キ ュ ウ ツ チ ト リ モ チ B. fungosa 

J.R.Forst. & G.Forst.， ツ チ ト リ モ チ B. japonica 

Makino， ミ ヤ マ ツ チ ト リ モ チ B. nipponica 

Makino，アマクサツチトリモチ B. subcupularis 

P.C.Tam， キ イ レ ツ チ ト リ モ チ B. tobiracola 

Makino お よ び ヤ ク シ マ ツ チ ト リ モ チ B. 

yakushimensis Hatus. & Masam. の 6 種が報告され
ている（Murata, 2017）．それらのうち，ツチトリ
モチとミヤマツチトリモチが日本固有種である

（POWO, 2024）．
第一・第二著者（塚原・川窪）は，2021 年 11

月 1 日における鹿児島県大隅半島の肝属山地での

野外調査中に，常緑広葉樹林の林床で開花したツ
チトリモチ類を発見し，証拠標本を採集して鹿児
島大学総合研究博物館に寄贈した．その後，証拠
標本と関連する文献（Huang & Murata, 2003; 

Tanaka et al. 2006; Murata, 2016; Tung et al. 2017, 

Chaiwerawattana et al. 2022）を比較・検討した結果，
このツチトリモチ類をアマクサツチトリモチと
同定した．アマクサツチトリモチはインドから
ミャンマー，タイ，ベトナム，中国，日本にかけ
て分布する植物であるが，日本国内では，これま
で熊本県天草諸島でのみ確認されている，非常に
稀な植物である（Murata, 2016, 2017）．そこで，
日本で２箇所目となる鹿児島県における産地の
記録として，以下に報告を行う．

観察記録
ツチトリモチ科 Balanphoraceae
アマクサツチトリモチ
Balanophora subcupularis P.C.Tam, Fl. Fujianica 

1: 602 (1982); S. Huang & J. Murata, Fl. China 5: 

274 (2003); J. Murata, Wild Fl. Japan 4: 73 

(2017). Fig. 1.

証拠標本　鹿児島県肝属郡南大隅町佐多辺塚，
2021 年 11 月 １ 日， 塚 原 一 颯・ 川 窪 伸 光 s.n. 

(KAG153559); ibid., 3 Dec. 2021, 田金秀一郎・布
施健吾 K1822 (KAG153599).

分布　インド，ミャンマー，タイ，ベトナム，
中 国， 日 本（ 鹿 児 島 県， 熊 本 県 ）（Huang & 

Murata, 2003, Tanaka et al. 2006, Murata, 2016, Tung 

鹿児島県肝属山地で新たに発見されたアマクサツチトリモチ
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Fig. 1. Balanophora subcupularis in the Kimotsuki Mountains, Kagoshima Prefecture. A & C. Habit, on an evergreen broad-leaved forest 
floor. B. Inflorescence showing male and female flowers. D. Habitat. E. Four individuals with rhizome and host roots. Photos A & B were 
taken by K. Tsukahara on 1 November 2021 and C-E by S. Tagane on 3 December 2021.
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et al. 2017, Chaiwerawattana et al. 2022）．日本では
Murata (2016) によって国内における分布（熊本
県天草諸島）が初めて報告され，今回の鹿児島県
における分布は，日本国内で 2 か所目の産地とな
る．この新産地は，天草諸島から直線で約 150 

km 離れており，本種の国内における分布の東限・
南限に位置する．
鹿児島県における生育地の様子　今回，アマ

クサツチトリモチを確認したのは，常緑広葉樹林
の林床および林縁であった（Fig. 1D）．道路に沿っ
て約 200 m × 5 m の範囲に約 200 個体の開花個体
を確認した（個体数は同一の塊茎から出ているで
あろうものを１個体として推定）．この常緑広葉
樹林の林冠は，ブナ科（スダジイ，アラカシ）と
クスノキ科（クスノキ，タブノキ，シロダモ）が
優占しており，下層は，主にヒメユズリハ，マル
バウツギ，イヌビワ，ネズミモチ，ヒサカキ，ナ
ガバモミジイチゴ，キブシ，コアカソ，ハドノキ，
ハクサンボクなどが生育していた．今回のアマク
サツチトリモチの生育地が，肝属山地や九州本島
ではよく見られるブナ科・クスノキ科からなる常
緑広葉樹林であることから，肝属山地をはじめ，
九州を中心として似たような常緑広葉樹林の林床
を開花期に集中的に調査することで，さらに新た
な産地が見つかるかもしれない． 

開花期　鹿児島県の自生地では，大部分の個
体は 10 月下旬から 11 月に開花しており，ごく少
数個体は 12 月初旬にも葯から新鮮な花粉が出て
いる状況が観察された．
同定のポイント　アマクサツチトリモチは，塊

茎には明瞭に皮目を有すること，地上に出現する
花茎は朱赤色から赤紫色で細長い草姿をしている
こと，１つの花茎に雄花と雌花が見られる雌雄同
株であること，花穂は卵状長楕円形で，雄花はそ
の基部に放射状に配列することなどから，近縁種
と容易に区別できる（Murata, 2016, 2017）（Fig. 1）．
備考　ツチトリモチの仲間はその特異な形態

や生活様式から植物愛好家や研究者が興味を持
ち，比較的よく調査されてきた植物群である．例
えば，鹿児島市吉野町に分布するキイレツチトリ
モチ産地は大正 10 年に国指定天然記念物に指定

されているなど，人々の関心の高さも窺える．そ
の中で，本種が国内で 2 カ所目に鹿児島県におい
て発見されたことは，鹿児島県の植物相がまだ十
分に解明されていないことを示しており，植物相
を正しく把握・理解するためには更なる調査が求
められる．特に肝属山地からは最近，キモツキク
サアジサイ Hydrangea marunoi Tagane & S.Fujii（ア
ジサイ科 , Tagane et al. 2022）とムジナノショクダ
イ Relictithismia kimotsukiensis Suetsugu, Yas.Nakam. 

& Tagane（タヌキノショクダイ科 , Suetsugu et al. 

2024）の 2 種が新種として記載された．鹿児島県
の中でも，肝属山地の植物相は未解明な点が多く，
今後も新種や新産種の発見が期待される．
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